


 

 

あるサッカーコーチの言葉が目に留まった。 

人の話しを聞く時、先ず目で聞く様に。 

そして、おへそで聞く様に。 

そして、耳で聞く様に。 

 

人間は、音と言う情報を耳から取り入れる。 

しかし、目で聞くという動作が入ると、自然と語り手さんの目を見る。 

次に、へそで聞こうとすると、自然と体が語り手さんに向かって正面を向く。 

耳で聞くだけでなく、体全体が語り手さんに向かう。 

そこに、無言のコミュニケーションが生まれる。 

私はいつも人の目を見て話をする様心掛けて会話をする様にしているが、中には目が合わ

ない方もいる。又は目を合わせない方もいる。 

会話はコミュニケーションを作るための手段でもある。 

そして、その時の目線、体の向きは、コミュニケーションを更に高める効果がある。 

コミュニケーションが高まると、お互いの心が通じ合い、笑顔も増えるだろう。 

 

私はこれらの話しに深い共感を覚えました。 

なぜなら、その一例に電子カルテの存在があります。 

私は開業する今から約 4 年前、患者様と向き合って診察をしたいという思いから、患者様

と向き合える様な形の机を準備し、スタッフによるパソコン入力をお願いしました。診察

の短い時間の多くを、患者様の表情・反応・話し方の観察をしながらの診療を可能にする

ためと考えたからです。 

初めて会う人間同士が限られた時間の中で分かり合うためには、スムーズにかつより深く

話をしたり、聞いたりすることでより良い診療が行えます。 

また患者様の治りたい気持ち、私たちの治したい気持ちが一つになり、相乗効果が出ると

も思っています。今後も医学は進歩し治療方法は変わっていきますが、この聞く姿勢、治

りたい、治したい気持ちは今後も変わることはないでしょう。 
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